
　

以
上
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、
新
年
度
を
合

併
10
年
と
い
う
節
目
に
向
け
た
飛
躍
の
年
と

位
置
付
け
、
市
政
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

「
勇
気
・
前
進
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

掲
げ
、
積
極
果
敢
な
市
政
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
女
性
の
社
会
進
出
と
高
齢
者

の
能
力
活
用
等
に
資
す
る
新
た
な
子
育
て
支

援
、
企
業
労
働
者
の
健
康
管
理
対
策
、
海
外

に
お
け
る
地
場
産
品
の
市
場
開
拓
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
の
推
進
な
ど
を
重
視
し
、
今
後
、

施
策
と
し
て
具
現
化
で
き
る
よ
う
、
鋭
意
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
引
き
続
き
、
「
都
市
の
自
立
と
活

力
の
喚
起
」
「
都
市
の
個
性
の
創
出
と
創
造

力
の
発
揮
」
「
都
市
間
の
交
流
と
連
携
の
強

化
」
を
政
策
の
基
本
理
念
に
据
え
ま
し
て
、

地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
と
、
市
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
を
旨
に
、
「
人
が
つ
ど
い
、

ま
ち
が
輝
く
、
快
適
環
境
実
感
都
市
」
の
実

現
に
向
け
邁
進
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
高
齢
者
福
祉
計

画
及
び
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
、
介

護
予
防
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

◆
障
害
者
福
祉
の
充
実

　

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
に
お
い
て
県

の
補
助
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
中
、
市
の
補
助

率
を
従
前
ど
お
り
据
え
置
き
障
害
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
福
祉
基
金
を
活
用

し
た
き
め
細
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し

ま
す
。

◆
地
域
福
祉
の
充
実

　

民
生
児
童
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

各
種
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
地

域
の
支
え
あ
い
助
け
あ
い
を
支
援
し
ま
す
。

◆
市
民
の
健
康
づ
く
り

　

運
動
・
食
育
・
保
健
事
業
を
３
本
柱
と
し
て
、

さ
ら
な
る
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

引
き
続
き
市
立
周
桑
病
院
の
健
全
な
管
理

運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
医
師
不
足
問
題
の

解
消
に
向
け
、
国
へ
の
働
き
か
け
を
一
層
強

め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
生
命
を
守
る
第
１
次
救
急

医
療
体
制
及
び
救
急
救
助
体
制
の
充
実
強
化

と
し
て
、
本
年
７
月
の
西
条
市
休
日
夜
間
急

患
セ
ン
タ
ー
開
設
、
10
月
の
東
消
防
署
橘
出

張
所
開
設
を
め
ざ
し
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

◆
子
育
て
環
境
の
充
実

　

新
年
度
の
最
重
点
施
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
女
性
の
社
会
進
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
新

た
な
子
育
て
支
援
策
を
、
西
条
市
独
自
の
政

策
と
し
て
構
築
し
ま
す
。

　

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
、
世
代
ご
と
に

そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
団
塊
の
世
代
の
人
材
活
用
を
図

り
な
が
ら
若
い
母
親
を
支
援
し
、
女
性
の
労

働
力
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
「
し
く
み
」
を
検

討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
な
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
市
独
自
の
上
乗
せ
助
成
と

し
て
実
施
し
て
い
る
就
学
前
児
童
に
対
す
る

医
療
費
の
無
料
化
や
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
料
の
無
料
化
な
ど
に
、
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

◆
環
境
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

　

地
球
規
模
で
水
問
題
が
深
刻
化
し
、
世
界

各
地
で
水
資
源
の
獲
得
競
争
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
き
、
生
命
の
源

で
あ
る
水
資
源
が
い
か
に
貴
重
で
大
切
な
も

の
か
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
市
の
貴
重
な
地
域
資
源
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
水
」
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
活
か

し
、
水
の
都
西
条
の
持
続
可
能
な
発
展
を
実

現
し
ま
す
。

◆
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

　

今
年
の
夏
に
向
け
て
、
電
力
需
給
を
巡
る

情
勢
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
促
進
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

公
共
施
設
で
の
太
陽
光
発
電
の
利
用
促
進
や

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す

る
助
成
な
ど
、
国
の
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計

画
」
に
端
を
発
す
る
当
市
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
、
市
民
、
企
業
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
推
進
し
ま
す
。

◆
交
通
体
系
の
整
備

　

平
成
22
年
度
か
ら
道
路
網
の
見
直
し
を
行

い
、
平
成
23
年
度
策
定
の
「
道
路
網
の
整
備

計
画
」
に
基
づ
き
、
幹
線
道
路
網
の
整
備
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
に
密
着
し

た
生
活
道
路
の
整
備
を
拡
充
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
５
月
に
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
で

お
披
露
目
さ
れ
た
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン

は
、
本
州
―
四
国
の
地
域
間
交
流
に
多
大
な

効
果
が
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き

早
期
導
入
の
実
現
に
向
け
て
、
精
力
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

◆
都
市
基
盤
の
整
備

　

西
条
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
周
辺
、
Ｊ
Ｒ
壬
生

川
駅
周
辺
、
丹
原
町
市
街
地
、
小
松
町
市
街

地
な
ど
各
拠
点
の
整
備
を
引
き
続
き
進
め
ま

す
。 安

全
・
安
心
で
快
適
な
生
活
空
間
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

▲フリーゲージトレインの早期導入実現に
　向けて精力的に取り組みます。
（写真：ＪＲ予讃線での耐久走行試験の様子）

平成24年度　施政方針

新
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

『
勇
気
・
前
進
』

健
康
で
幸
せ
な
暮
ら
し
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
環
境
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
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